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4. 本品を注入したトレーを診断用模型を正
確に適合させます。

6. 本品による印象面。
余剰の本品をトリムし除去します。

口腔外準備

5. 硬化するまで保持します。

2. 診断用ワックスアップ模型を作成します。 3. 既製透明トレーもしくは個人トレーに、
本品を注入します。

1. 術前。

１. 暫間期間に応じて、スポットエッチング
します。

2. 接着部位以外および歯肉縁等に分離
材を適用します。
接着部位に接着材の製造業者の指示に
従って、接着処理を行います。

3. リビールを、本品に注入します。

4. リビールを注入したトレーを口腔内の
正確な位置に適用し、リビールを各歯面
あたり各20秒間光照射します。

5. トレー撤去後。
形態修正および研磨します。

口腔内作業

6. 術後。

モックアップ （プロビジョナルレストレーション） 使用例
モックアップ用光重合型フロアブルレジン 「リビール」 と併用する場合

2. トレーを模型に圧接します。
4分後に、トレー（本品）を外し、印象を水
洗、乾燥させます。

1. 本品をトレーに盛ります。
　　（操作時間は2分）。
※本品に粘性を持たせたい場合は、本品
   をトレーに注入後、20～60秒間保持さ
   せてから、トレーを模型に圧接してくだ   
   さい。

複模型の作成に用いる場合

印象用トレーは、 本品の厚み分
（２～３㎜） のスペースを確保できる
サイズを選択いただきますか、
製作してください。
本品に合わせ、 重合用照射光が透過
するトレーをおすすめします。
必要な場合には、 トレー用接着材を、
製造者の指示に準じ、 トレーに塗布
してください。
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5. 石膏模型上にクリアマトリックス
を注入し、トランスファートレーを作
製します。

11．トランスファートレーを歯牙に
セットします。

12．光重合型矯正用接着材を光
重合します。
トランスファートレーを外し、余剰の
光重合型矯正用接着材を除去し
ます。

8．ブラケットの接着面を清掃しま
す。

9．ブラケットの接着面に光重合型
矯正用接着材を塗布します。

10．歯面清掃後、光重合型矯正
用接着材の製造者の指示に従って
接着面を接着処理します。

1. 石膏模型を作成します。 2. 石膏模型上にブラケット配置用
の基準線（長軸）を記入します。

3. 石膏模型上の垂直高さを測定
し、基準線を記入します。

4. ブラケットを正確な位置に仮着
します。

7．クリアマトリックス内にブラケット
が収まっていることを確認し、余剰
部分をトリミングします。

6. クリアマトリックスの硬化後、余
剰部分をトリミングし、石膏模型から
クリアマトリックスを外します。

インダイレクトボンディング ( 間接ブラケット接着） に使用する場合
ＥＺ－ＣＯＰＹ　クリアマトリックスのみを使用する場合

咬合採得する場合

2. ミキシングチップ先端を咬合面に配置し、
咬合採得に必要な量を直接下顎歯の
咬合面上に盛り付け（作業時間は１分）、
咬合させます。

1. 歯牙の咬合面を乾燥させます。

3.硬化（硬化時間は３分）後、口腔内
より取り出し、印象を水洗、乾燥させま
す。

4.必要に応じて、余剰部分をトリミング
します。
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